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主論文 

The middle rectal artery detected by contrast-enhanced magnetic resonance imaging predicts 

lateral lymph node metastasis in lower rectal cancer 

 

下部直腸癌における側方リンパ節転移に関して、造影 MRI で描出される中直腸動脈の転

移予測因子に関する検討 

 

 Yosuke Iwasa, Fumikazu Koyama, Nagaaki Marugami, Hiroyuki Kuge, Takayuki 

Nakamoto, Shinsaku Obara, Satoshi Nishiwada, Takeshi Takei, Tomomi Sadamitsu, 

Satoshi Yamauchi, Kimihiko Kichikawa, Masayuki Sho 

International Journal of Colorectal Disease 2021 Aug;36(8):1677-1684 



論文審査の要旨 

 

下部直腸癌では側方リンパ節転移が予後不良因子で、側方郭清による予後改善効果が

報告されているが、側方郭清による排尿障害や性機能障害のリスクもあるので、より適

切な患者選択が重要な課題となっている。本研究では、造影 MRI で描出される中直腸動

脈の有無とリンパ節転移との関係を詳細に検討して、同動脈の存在は側方リンパ節転移

の予測因子となりうること、同動脈が画像上存在しない症例では側方領域の治療を省略

できる可能性があることなどを示唆しており、注目に値する論文である。 

 公聴会では、造影 MRI による中直腸動脈の診断について、その確実性と再現性、PET、

CT、その他の画像診断との比較における優劣、さらにこれらの組み合わせによる診断能

向上の可能性、センチネルリンパ節生検との比較、中直腸動脈の走行とリンパ流との一

致性などについて質問し、さらにまた、本研究の発展性と実臨床における今後の展望に

ついても質問したが、いずれに対しても研究背景とデータの正確な理解、解釈と深い洞

察に基づく的確な回答が得られた。 

 造影 MRI による中直腸動脈の描出の検討が下部直腸癌の手術における適切な手術法

の選択に貢献する可能性を示唆した画期的な研究で、臨床における価値も高く、さらに

発展することが期待され、博士（医学）の学位に値する非常に有意義な論文と評価でき

る。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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